第14回L-Band RF Gun 開発G会合

日程：2009年10月13日(火)

時間：13：30 – 15：00

出席者：浦川、高富(KEK)、 磯山、加藤、杉本、柏木(大阪)、飯島、久保、栗木（広島）

ビデオ接続：52869

WEBEX接続

◯磯山先生より、熱計算の現状について報告があった。

前回は冷却チャンネルの径9mmとして見積もったが、今回は機械的な構造や寸法などを考慮した基本設計を進めるためにめ、レーストラック型の断面を仮定した。RF空洞のＱ値による制限と温度一様性を確保するため、空洞の温度変化5K以内、冷却水の温度上昇１K以内という条件が課せられている。これらの条件を満足すると共に発熱量が場所により異なる空洞の温度一様性を改善するため、冷却水路の幅と深さ、本数を調整した。廃熱が難しいディスクの中央部分については、ディスク内部をくりぬいた形にして流量をかせぐのが得策である。


Q:前回の推計と整合性はどうか？


A:基本的に必要な断面積（流量）と表面積を確保する条件で、形状をかえるという変更のみであり、推計は整合している。


Q:ディスク部の水の流れが気になるが？


A:基本的には乱流となると思われる。冷却効率としては乱流のほうがよい。可能であれば計算機シミュレーションによる確認が望ましい。水に出入りをどのようにするかは設計に工夫が必要だろう。

◯柏木氏より、空洞の設計について報告があった。

磯山先生の設計のチャンネルを空洞につくるとすると、空洞内径180mm,　壁厚み5mm, チャンネル高さ20mm、壁厚み5mmとして、外径は240mmとなり、材料の大きさにおさまる。冷却水の流速は2m/s、流量は全体で500l/mである。

Q:水圧でディスク部が膨らまないか？

A:圧力損失はほとんどないので、理窟上は圧力はほとんどかけなくてよいはず。

◯栗木よりロシアのレーザー検査の日程について提案があった。

12/3のKEKBでの陽電子実験等の日程を考慮すると、12/5（土曜）に日本を出発し、12/9あたりに帰還する日程で調整をしたい。くわしい旅程はフライトスケジュール、モスクワ−ニズニノブゴロド間の移動手段等によってきまる。とりあえずVISAのプロセスを始めるので、ロシア行きを予定しているものは、旅券のコピーを栗木まで集約してほしい。

次回会合は11月10日(水) 13:30を予定

文責 栗木

